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洞爺の夏

夜空を焦がす



今 月 の 表 紙

広報とうやこ　2022 年９月 2

男 ………………………… 3,812人
女 ………………………… 4,412人
計 ………………………… 8,224人
世帯 …………………… 4,764世帯

（＋６）
（＋ 18）
（＋ 24）
（＋ 27）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜７月 31 日現在＞

目 次

2022 年
（令和 4 年 ）

NO.198

とうやこ
９ 月Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.52

15

18 Time Travel Toyako

東奔西走／今月のワンショット

北海道洞爺高等学校
閉校記念式典挙行

６ お知らせ
気象台からのお知らせ
防災とうやこ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

イベントカレンダー17

奥山　純子ちゃん                 
　　   （じゅんこ）

ジョナサン・ホジソンさん・鮎子さん
６月１日生　美沢東

11 町内地域食堂のご紹介
洞爺湖町夏の思い出

　洞爺地区で７月 23 日、洞爺
夏まつりが行われました。
　日暮れから太鼓台「ちょう
さ」が町中を練り歩き、大勢
の注目を集めました。
　祭りばやしが響くのは３年
ぶりとあって、町民も盛り上
がっていました。

４ まちのわだい

12 洞爺の味を道内外に PR
洞爺湖町×センチュリーロイヤルホテル
洞爺湖町フェア開催

13 みんなで守ろう　洞爺湖町の景観

西岡　柚葵ちゃん                 
　　　（ゆずき）

寛憲さん・莉沙さん
６月 13 日生　大原

災害に強いまちづくり
津波防災総合訓練実施

３

ワンポイント手話

さわやかだより14
”9 月は世界アルツハイマー月間“

「忘れても　あなたはあなたの　ままでいい」

郷原　琉くん                 
　　　    （るい）

昂太さん・歩果さん
６月 16 日生　かっこう台区

菊地　玲ちゃん                
　　　 （れい）

良太さん・未奈さん
６月 22 日生　入１区

永井　葵翔くん                 
　　　    （あおと）

萌貴さん・つぐみさん
６月 29 日生　虻３区

感染症対策のお願い
　新型コロナウイルスが依
然として猛威を振るってお
り、町内でも感染者数の増
加が続いています。
　マスク着用や手指消毒を
今一度徹底するなど、感染
拡大防止にご協力お願いし
ます。
　屋外でも、相手と２ｍ以
上の距離がとれない状況で
会話する場合はマスクを着
用しましょう。

16 世界へ発信！北の縄文だより
～みんなの知らない「ＪＯＭＯＮ　Ｗｏｒｌｄ」～



広報とうやこ　2022 年９月広報とうやこ　2022 年９月３

pickup news

「警報・警戒」

毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 47 回目は健康福祉センター安田芽生です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グルー　　　　　
プ（☎ 74-3001）

手話
ワンポイントワンポイント

　
　
月
27
日
、
津
波
を
想
定
し
た　
　

　
　
避
難
訓
練
を
津
波
浸
水
想
定

区
域
の
12
自
治
会
の
住
民
を
対
象

に
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
浦
河
沖
を
震

源
と
す
る
M
9・
１
の
大
き
な
地

震
が
発
生
し
、
洞
爺
湖
町
で
は
震

度
５
弱
の
地
震
が
発
生
、
大
津
波

警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
を
想
定

し
、
地
震
・
津
波
情
報
の
伝
達
な

ど
町
と
し
て
の
初
動
体
制
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
・
運
営
な
ど
、

迅
速
な
災
害
対
応
の
確
立
及
び
地

域
住
民
の
避
難
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
地
域
に
お
け
る
防
災
体
制
の

強
化
や
防
災
意
識
の
向
上
を
目
的

に
行
い
ま
し
た
。

　
９
時
に
地
震
が
発
生
、
大
津
波

８

Ｌ字にした右手を前に出します。

「警報・警戒」

左手はグーにして左胸の前に置き、右手は
親指と人差し指を伸ばして L 字にします。

「警報・警戒」

津
波
防
災

　

総
合
訓
練
実
施

　

総
合
訓
練
実
施

警
報
発
表
に
よ
り
町
長
が
「
避
難

指
示
」
を
決
定
し
、
防
災
行
政
無

線
に
よ
る
町
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
へ
の
緊
急
割

込
放
送
、
携
帯
電
話
へ
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
、
広
報
車
両
に
よ
る
避

難
指
示
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
津
波
浸
水
想
定
区
域

の
住
民
１
０
３
人
、
警
察
や
消
防

な
ど
の
関
係
者
１
０
５
人
の
計

２
０
８
人
が
参
加
、
住
民
は
避
難

指
示
の
放
送
を
聞
い
て
か
ら
、
役

場
駐
車
場
、
母
と
子
の
館
な
ど
、

町
内
９
か
所
に
設
置
し
た
避
難
場

所
へ
向
か
い
、
自
宅
か
ら
の
経
路

や
所
要
時
間
を
確
認
、
ま
た
、
本

町
保
育
所
で
は
、
防
災
訓
練
と
し

て
、
幼
児
10
人
と
職
員
5
人
が
防

災
頭
巾
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り
、

J
R
洞
爺
駅
の
自
由
通
路
を
通

っ
て
役
場
ま
で
避
難
し
ま
し
た
。

　
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル
に
設
置

さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
で
は
、
被

害
状
況
の
確
認
や
そ
の
後
の
対
応

に
つ
い
て
報
告
が
行
わ
れ
、
最
後

に
下
道
町
長
が
「
避
難
は
１
秒
で

も
遅
れ
る
と
命
取
り
に
な
る
。
今

日
の
訓
練
で
学
ん
だ
こ
と
を
意
識

し
、
有
事
の
際
は
対
応
に
あ
た
っ

て
ほ
し
い
」
と
総
括
し
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り



　
　
爺
財
田
自
然
体
験
ハ
ウ
ス
で
自

　
　
然
ふ
れ
あ
い
行
事
「
冷
や
し
う

ど
ん
を
食
べ
よ
う
！
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ボ
ー
ル
に
入
れ
た
生
地
を
手
で
こ

ね
、
袋
に
入
れ
て
さ
ら
に
足
で
踏
み

ま
す
。
30
分
程
寝
か
せ
た
生
地
を
麺

棒
で
伸
ば
し
て
３
㍉
程
度
の
幅
に
切

り
、
麺
を
茹
で
た
ら
う
ど
ん
の
完
成

で
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
麺
を

こ
ね
た
り
、
踏
ん
だ
り
す
る
の
が
難

し
か
っ
た
け
ど
、
自
分
で
作
っ
た
う

ど
ん
は
お
い
し
か
っ
た
」
と
満
足
そ

う
な
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

洞

平和な社会の実現のために
令和４年度洞爺湖町戦没者追悼式

　
　
和
４
年
度
の
洞
爺
湖
町
戦
没
者

　
　
追
悼
式
が
、
洞
爺
地
区
と
虻
田

地
区
で
行
わ
れ
、
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。
昨
年
と
同
様
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

規
模
を
縮
小
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
虻
田
地
区
は
、
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
関
係
者
約
10

人
が
参
列
。
下
道
町
長
は
「
洞
爺
湖

町
は
全
町
民
の
努
力
で
戦
後
の
混
乱

期
を
乗
り
越
え
て
発
展
し
ま
し
た
。

遺
族
の
労
苦
に
感
謝
し
、
平
和
の
道

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
」
と
式
辞
を

読
み
上
げ
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

暑い夏を乗り切ろう
冷やしうどんを食べよう！

戦没者の御霊に献花を行う参列者戦没者の御霊に献花を行う参列者

うどんの生地をこねる子どもうどんの生地をこねる子ども

広報とうやこ　2022 年９月広報とうやこ　2022 年９月 ４

のわだい
まち

新鮮な野菜を食卓へ届ける�
えんプロジェクトが軽トラで野菜販売

　
　

を
通
じ
て
、
人
と
の
縁
を
つ
な

　
　
げ
て
地
域
に
笑
顔
を
作
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
「
え
ん
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
小
林
裕
司
代
表
）

が
「
え
ん
プ
ロ
市
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
ト
マ
ト
や
キ
ャ
ベ
ツ
、

白
菜
、
ヤ
ン
グ
コ
ー
ン
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
約
20
種
類
の
野
菜
を
販

売
、
地
域
住
民
が
旬
の
野
菜
を
買
い

求
め
ま
し
た
。
野
菜
を
買
っ
た
住
民

は
「
い
つ
も
買
っ
て
い
ま
す
。
と
て

も
新
鮮
で
お
い
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

15
７

食

　
　
爺
湖
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
（
若
松
敦

　
　
治
監
督
）
が
23
日
か
ら
長
野
県

松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
「
第
13
回
林

和
男
旗
杯
野
球
大
会
」
へ
の
出
場
を

決
め
、下
道
町
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
選
手
43
人
を
含
め
約
50
人

が
下
道
町
長
を
訪
問
。
石
垣
元
気
主

将
は
「
地
元
の
代
表
と
し
て
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
、
下

道
町
長
が
「
み
ん
な
で
支
え
あ
い
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
惜
し
く
も
３
回
戦
で
敗
れ

ま
し
た
が
、
全
国
ベ
ス
ト
16
入
り
を

果
た
し
ま
し
た
。

目指せ！全国制覇
洞爺湖リトルシニア全国大会出場報告

全国大会出場を報告した洞爺湖リトルシニアナイン全国大会出場を報告した洞爺湖リトルシニアナイン

洞
18

７
　

新鮮な野菜を買い求める住民新鮮な野菜を買い求める住民

令

７
12

3
８・７

27



　
　
O
Y
A
ロ
ゴ
」
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　
　
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
ザ
・

レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
乃
の
風
リ

ゾ
ー
ト
裏
の
湖
畔
遊
歩
道
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
洞
爺
湖
温
泉
観
光
協
会

の
職
員
が
２
か
月
間
を
か
け
て
作

製
。
冬
季
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト

ン
ネ
ル
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

夏
季
の
新
た
な
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
設
置
を
決

め
ま
し
た
。　

　

観
光
協
会
の
職
員
は
、「
洞
爺
湖

を
背
景
に
、
楽
し
ん
で
撮
影
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

T

洞爺湖に響く音色
バンドネオンギャラリーコンサート

　
　
爺
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
（
京

　
　
谷
一
弘
会
長
）
主
催
の
バ
ン
ド

ネ
オ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
が
と
う
や
水
の

駅
屋
外
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ

ン
ド
ネ
オ
ン
は
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

に
似
た
蛇
腹
状
の
楽
器
で
、
海
外
で

も
活
躍
す
る
小
川
紀
美
代
さ
ん
が
演

奏
し
ま
し
た
。

　

女
性
奏
者
は
世
界
で
も
珍
し
く
、

集
ま
っ
た
60
人
以
上
の
観
客
は
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
や
小
川
さ
ん
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

聴
衆
の
中
に
は
涙
ぐ
む
人
も
お
り
、

最
後
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

湖畔に新たな撮影スポット
「TOYA ロゴ」モニュメント リニューアル30

7

リニューアルされた「ＴＯＹＡロゴ」のモニュメントリニューアルされた「ＴＯＹＡロゴ」のモニュメント

高砂貝塚公園をきれいに�
アプタ・フレナイの会が草取りボランティア

　
　

爺
湖
町
の
縄
文
サ
ー
ク
ル
「
ア

　
　

プ
タ
・
フ
レ
ナ
イ
の
会
」（
神

馬
久
夫
会
長
）
が
高
砂
貝
塚
公
園
で

草
取
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
北
海
道
・
北
東
北
の
縄
文
遺
跡

群
」
の
一
つ
で
あ
る
「
高
砂
貝
塚
公

園
」
を
訪
れ
る
人
が
増
え
て
き
た
こ

と
か
ら
実
施
。
当
日
は
会
員
約
10
人

が
参
加
し
、
鎌
や
シ
ャ
ベ
ル
を
使
っ

て
丁
寧
に
草
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　
神
馬
会
長
は
「
地
域
貢
献
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
貝
塚
の
美
化
や
保

全
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

き
た
い
」
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。

洞

　
　
爺
湖
芸
術
館
が
、
夏
特
別
展
ワ

　
　
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
身
近
な
生
き

物
を
一
緒
に
描
こ
う
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
芸
術
館
で
特
別
展
を
開
催
し
て
い

た
倶
知
安
町
在
住
の
画
家
、
徳
丸
滋

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
当
日
は
親
子

連
れ
や
小
学
生
の
兄
弟
な
ど
10
人
が

参
加
。
徳
丸
さ
ん
が
下
地
ま
で
を
手

掛
け
た
板
に
ア
ク
リ
ル
絵
の
具
を

使
っ
て
描
画
、
指
を
使
っ
た
り
描
画

用
ナ
イ
フ
を
使
っ
て
洞
爺
湖
や
お
気

に
入
り
の
動
物
な
ど
思
い
思
い
の
絵

を
描
き
ま
し
た
。

洞爺湖芸術館　夏特別展ワークショップ
身近な生き物を一緒に描こう

バンドネオンを演奏する小川紀美代さんバンドネオンを演奏する小川紀美代さん

洞

　

広報とうやこ　2022 年 9 月５

町内で行われたイベントや活動を紹介します

草取りに汗を流す会員草取りに汗を流す会員

洞
30

7
6

8

「
30

7

絵を描く参加者絵を描く参加者
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暮
ら
し お知らせ

information

納
期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
か
ら

　
令
和
４
年
４
月
分
か
ら
令
和
５

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
６
、５
９
０
円
で

す
。
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン

ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付
や
便
利
で
お
得
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
期
は
翌

月
末
で
、
２
年
経
過
す
る
と
時
効

通
販
サ
イ
ト
の
定
期
購
入

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
「
予
約
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い

　
日
本
年
金
機
構
は
、
全
国
の
年

金
事
務
所
で
年
金
相
談
の
予
約
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
事
前
に
予
約

す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
相
談

が
で
き
ま
す
。
予
約
希
望
日
の
１

か
月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を

用
意
し
て「
予
約
受
付
専
用
電
話
」

０
５
７
０

－

０5

－

４
８
９
０
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
）（
☎
0
1
4
3

－

50

－
1
0
0
4
）
／
住
民
課

住
民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎

74
－

3
0
0
2
）

　
定
期
購
入
が
利
用
条
件
と
な
っ

て
い
る
通
信
販
売
サ
イ
ト
に
関
す

る
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
低
価

格
を
強
調
す
る
広
告
を
見
て
、
１

回
だ
け
の
つ
も
り
で
注
文
し
て
も

定
期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い

て
、
総
額
と
し
て
想
定
外
の
金
額

を
支
払
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
「
最
終
確
認
画
面
」
で
、
定

期
購
入
が
条
件
と
な
っ
て
い
な
い

か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
改
正
特
定
商
取
引
法
で
は
、
販

売
業
者
な
ど
は
、
顧
客
が
注
文
を

確
定
す
る
前
に
販
売
サ
イ
ト
の

「
最
終
確
認
画
面
」
で
、
分
量
や

販
売
価
格
、
契
約
の
申
込
み
内
容

を
表
示
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－
3
０
０
5
）

■
運
動
期
間　

９
月
21
日（
水
）

~
９
月
30
日（
金
）
の
10
日
間

●
運
動
重
点

伊
達
警
察
署
か
ら

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

•
子
ど
も
と
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

•
夕
暮
れ
と
夜
間
の
歩
行
者
事
故

な
ど
の
防
止
お
よ
び
飲
酒
運
転
の

根
絶

•
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の

徹
底

•
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
全
席
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
着
用

●
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

•
ド
ラ
イ
バ
ー
は
夕
方
か
ら
夜
間

に
か
け
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
見

落
と
し
や
発
見
遅
れ
に
よ
る
交
通

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
対
向
車
や
前

車
が
い
な
い
時
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

•
歩
行
者
は
道
路
の
横
断
前
に
左

右
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
外

出
す
る
と
き
は
明
る
い
色
の
服
を

着
て
反
射
材
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
９
月
30
日
は﹁
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
日
﹂
で
す
！

運
転
者
、
歩
行
者
と
も
に
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通

﹁
押
し
買
い
商
法
﹂
に
注
意

　
売
る
つ
も
り
の
な
い
貴
金
属
な

ど
を
強
引
に
買
い
取
る「
押
し
買

い
商
法
」
と
み
ら
れ
る
事
案
が
町

内
で
複
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
高
齢
者
が
狙
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
家
族
や
近
隣
住
民
同
士
で

声
を
掛
け
合
っ
て
被
害
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
押
し
買
い
が
疑
わ
れ
る

電
話
や
自
宅
訪
問
に
は
絶
対
に
応

じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
０
０
5
）

マイナンバーカード申請のお願い
マイナンバーカードは、身分証のほか健康保険証としても

利用できるなど活用の場面が広がっています。買い物などに
使える「マイナポイント」のキャンペーンも実施中です。この
機会にぜひ申請をお願いします。

■問合せ
・カードの取得について
　住民課住民・戸籍年金グループ　
　（☎７４－３００２）
・マイナポイントについて

総務課管財・情報グループ　　
　（☎７４－３０００）
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お知らせ

行
　
政

令
和
４
年
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

（
１
号
炉
）
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排

出
基
準
値（
０
・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
４
年
５
月
26
日

■
測
定
結
果　
０
・０
０
０
２
７

ナ
ノ
グ
ラ
ム（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は

10
億
分
の
１
グ
ラ
ム
）

■
問
合
せ　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
０
１
４
３

－

59

－

０
７
０
５
）

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

（
煙
突
）
測
定
結
果

　

総
務
省
統
計
局（
洞
爺
湖
町
）

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

●
自
転
車
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

・
自
転
車
に
乗
る
時
は
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
か
ぶ
り
、
夜
間
は
必
ず
ラ
イ

ト
を
点
け
ま
し
ょ
う
。

・
人
と
衝
突
し
て
ケ
ガ
を
さ
せ
て

し
ま
っ
た
場
合
、
多
額
の
賠
償
と

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
万
が

一
に
備
え
、
自
転
車
損
害
賠
償
保

険
な
ど
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●
秋
の
ヒ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害

の
防
止

　
ヒ
グ
マ
と
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
複
数
で
行
動
し
、
音
で
存
在
を

知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
出
没
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
フ
ン
や
足
跡
、
食

べ
た
跡
を
見
つ
け
た
際
は
す
ぐ
に

引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。
残
飯
や
生

ご
み
処
理
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
の

お
知
ら
せ

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
線
路
の
集
中

修
繕
工
事
を
10
月
の
夜
間
帯
に
実

施
す
る
こ
と
に
伴
い
、
一
部
列
車

を
運
休
し
、
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸

送
を
行
い
ま
す
。

募
　
集

地
域
見
守
り
隊
募
集

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
地
域
の
安
全

を
守
り
、
町
民
が
安
全
で
安
心
で

き
る
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

地
域
見
守
り
隊
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
活
動
は
日
時
や
場
所
の
制
約

を
設
け
ず
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
通

行
政
相
談
委
員
候
補
者
募
集

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
住
民

か
ら
行
政
に
関
す
る
相
談
を
受
け

て
問
題
解
決
を
手
伝
っ
た
り
、
自

治
体
職
員
と
協
力
し
て
相
談
者
へ

の
助
言
や
関
係
機
関
へ
の
連
絡
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
制
度
や
行
政

相
談
委
員
制
度
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
な
知
識
や
資
格
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
活
動
に
協
力
し
て
も

ら
え
る
人
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　
１
人

■
対
象
地
区　
虻
田
地
区

■
任　
期　
　
委
嘱
日
か
ら
２
年

■
応
募
資
格　
①
虻
田
地
区
在
住

で
選
挙
権
を
持
つ
20
歳
以
上
の
人

②
社
会
的
信
望
が
あ
り
、
行
政
運

で
は
、
10
月
１
日
現
在
で
就
業
構

造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
日
本
の
就
業
・
不
就

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
国
が
行
う

調
査
の
中
で
も
特
に
重
要
と
さ
れ

る「
基
幹
統
計
調
査
」
で
す
。

　
９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調

査
を
お
願
い
す
る
世
帯
に
伺
い
ま

す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
地
区　
洞
爺
湖
町
高
砂
町

１
１
６
番
地
付
近

広告に
　町では、広報とうやこに民間の企業や自営業の人
の広告を掲載することで地域経済の活性化を図るた
め、広告を募集しています。
　締切は発行月の前月５日までです。掲載料や手続
きは、問い合わせください。
■問合せ　企画防災課企画・広報グループ（☎ 74-3004）

ととううややここ
営
の
改
善
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意

を
有
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域

住
民
の
た
め
に
活
動
で
き
る
人

■
応
募
締
切　
10
月
14
日（
金
）

■
委
嘱
手
順　
①
面
談
後
、
委
員

候
補
者
と
す
る
か
選
定
②
総
務
省

北
海
道
管
区
行
政
評
価
局
に
委
員

候
補
者
と
し
て
推
薦
③
行
政
評
価

局
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、
行
政
相

談
委
員
と
し
て
活
動（
無
報
酬
。

交
通
費
な
ど
の
経
費
は
支
給
）

■
問
合
せ・
応
募
先　
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

勤
、
犬
の
散
歩
な
ど
日
常
生
活
の

時
間
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。

　
普
段
か
ら
つ
き
ま
と
い
や
子
ど

も
の
連
れ
去
り
な
ど
の
犯
罪
に
注

意
し
、
地
域
を
守
る
活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

■
問
合
せ　

企
画
防
災
課
企

画
・
広
報
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
４
）

今
後
も
鉄
道
を
安
全
に
運
行
す
る

た
め
に
必
要
な
工
事
で
す
の
で
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
代
行
輸
送
の
実
施
時
期
、
運
行

時
刻
な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
広
報

と
う
や
こ
９
月
号
の
回
覧
で
確
認

で
き
ま
す
。

■
問
合
せ　
Ｊ
Ｒ
洞
爺
駅（
☎
76

－

２
５
２
５
）
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近年、線状降水帯による大雨で毎年のように甚大な被
害が引き起こされています。他の地方に比べると北海道
では線状降水帯の発生は少ないかもしれませんが、注意
や警戒が必要です。
　線状降水帯は大気の状態が非常に不安定な時に発生
し、積乱雲により、線状の降水域が数時間にわたってほ

ぼ同じ場所に停滞することで、大雨をもたらします。
　気象庁では、令和 3年 6月から線状降水帯が発生し
たことをお知らせする「顕著な大雨に関する気象情報」
を発表し、今年 6月 1日から線状降水帯の予測に基づ
いて「大雨の半日程度前から注意を促す運用」を開始し
ました。今の予測技術では、4回に 1回当たるものを半
日前に発表するのが限界ですが、大雨による甚大な災
害が発生する可能性が高い情報であり、早めの避難の
検討などに活用してください。
　さらに、予測精度を高めるため、今後も大学などの
複数の研究機関と連携して線状降水帯のメカニズム解
明に向けた高密度な集中観測を実施します。また、文
部科学省・理化学研究所の全面的な協力を得て、スー
パーコンピュータ「富岳」を活用して、開発中の予報モ
デルのリアルタイムシミュレーション実験を実施しま
す。

線状降水帯について線状降水帯について

気象台からの
お知らせ

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

外
来
植
物
駆
除
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
洞
爺

湖
の
弁
天
島
、
観
音
島
で
生
態
系

被
害
防
止
外
来
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ア
メ
リ
カ
オ
ニ
ア
ザ
ミ
が
増

殖
し
て
い
ま
す
。

　
外
来
種
駆
除
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

■
日　
時

10
月
８
日（
土
）
８

時
45
分
~
12
時

■
集
合
場
所　
洞
爺
湖
中
央
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
桟
橋
前（
９
時
乗
船
、

乗
船
料
は
事
務
局
負
担
）

■
募
集
人
数

20
人

■
応
募
締
切

10
月
３
日（
月
）

■
問
合
せ
・
応
募
先　

洞
爺
湖

風
景
林（
洞
爺
湖
畔
地
区
・
洞
爺

湖
中
島
地
区
）
保
護
管
理
協
議

会（
〒
０
４
９
︱
５
７
２
１
洞
爺

湖
町
洞
爺
湖
温
泉
１
４
２
洞
爺

湖
町
観
光
振
興
課
内
／
☎
75

－

４
４
０
０
Ｆ
Ａ
Ｘ
75
︱
４
７
０
４

／
メ
ー
ルkankou@

tow
n.

toyako.lg.jp

）

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院

職
業
訓
練
生
募
集

　

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
で

■
募
集
種
目　
①
防
衛
大
学（
一

般
）
②
防
衛
医
科
大
学（
医
学
科
）

③
防
衛
医
科
大
学（
看
護
学
科
）

④
第
４
回
自
衛
官
候
補
生

■
資　
格

①
~
③
18
歳
以
上
21

歳
未
満
④
18
歳
以
上
33
歳
未
満

■
受
付
期
間　
①
10
月
26
日（
水
）

ま
で
②
10
月
12
日（
水
）
ま
で
③
10

は
、
資
格
取
得
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
希
望
す
る
人
の
た
め
職
業
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
に
よ
っ
て
訓
練
の
中
止
や
延

期
、
定
員
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

■
訓
練
科
名　
医
療
介
護
事
務
科

■
定　
員

12
人

■
募
集
期
間　

９
月
５
日（
月
）

~
10
月
４
日（
火
）

■
訓
練
期
間

10
月
21
日（
金
）

~
令
和
５
年
１
月
20
日（
金
）

■
受
講
料　
無
料

■
実
施
場
所　
登
別
職
業
訓
練
協

会（
登
別
市
青
葉
町
42

－

13
）

■
問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

（
☎
23

－
２
０
３
４
）　

自
衛
官
募
集
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こととううやや No.18 天気予報について天気予報について

市
立
室
蘭
看
護
専
門
学
院

令
和
５
年
度
学
生
募
集

　

市
立
室
蘭
看
護
専
門
学
院
で

は
、
地
域
医
療
の
貢
献
を
目
指
す

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
卒
業
生
の
多
く
は
室
蘭
、
登
別

を
は
じ
め
と
し
た
西
胆
振
の
医
療

機
関
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
ま

す
。

■
入
学
定
員

50
人（
①
社
会
人

入
試
若
干
名
②
機
関
推
薦
入
試
40

人
③
一
般
入
試
10
人
程
度
）

■
試
験
日　

①
10
月
８
日（
土
）

②
10
月
23
日（
日
）
③
令
和
５
年

１
月
５
日（
木
）
~
６
日（
金
）

■
試
験
科
目　
①
小
論
文
、
個
人

面
接
②
古
文
・
漢
文
除
く
国
語
総

合
、
数
学
Ⅰ
Ａ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ・Ⅱ
、
生
物
基
礎
、

個
人
面
接
③
機
関
推
薦
入
試
と
同

科
目
と
個
人
面
接

■
願
書
受
付
期
間　
①
９
月
13
日

（
火
）
~
９
月
22
日（
木
）
②
９
月

20
日︵
火
︶
~
10
月
４
日︵
火
︶
③

11
月
14
日︵
月
︶
~
12
月
16
日︵
金
︶

※
詳
し
く
は
市
立
室
蘭
看
護
専
門

学
院
に
問
い
合
わ
せ
る
か
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
立
室
蘭
看
護
専

門
学
院（
☎
０
１
４
３

－

47

－

８
０
４
１
）

相
　
談

天気予報ができる前は、「夕日が出ると次の日は晴れ
る」「猫が顔を洗うと雨が降る」などの自然現象や生物
の行動から天気を予想していました。
　日本で初めて天気予報が発表されたのは、１８８４年

（明治１７年）で、東京市内（現・東京都）の交番に文章
で掲示されていましたが、当時の予報は天気が変わりや
すく雨が降りやすいといった簡単なものでした。
　太平洋戦争が始まると、気象情報は重要な軍事機密と

なり、気象情報を国民に知らせることが禁じられたため、
戦時中は台風の被害により多くの人が犠牲になったこと
もあります。
　今ではパソコンやスマートフォンなどから、いつでも
天気予報を確認することができ、私たちの生活には欠か
せないものとなっています。天気予報では様々な防災情
報が発表されますが、今月号では気象庁のホームページ
から確認できる防災情報についてご紹介します。

■気象防災
　気象警報・注意報、大雨危険度、キキクル（危険度分
布（土砂、浸水、洪水））、雨雲の動き、今後の雪、気象
情報、台風情報、指定河川洪水予報、土砂災害警戒情報、
竜巻注意情報、熱中症警戒アラート
■地震・津波
　津波警報・予報、地震情報、推計震度分布図、長周期
地震動に関する観測情報、南海トラフ地震関連情報
■火山
　噴火速報・警報・予報、降灰予報、火山ガス予報
■海洋
　海上警報・予報、海上分布予報、波浪実況・予想図、
潮位観測情報、波浪観測情報

■天気予報など
　天気予報、２週間気温予報、早期天候情報、季節予報、
雨雲の動き、今後の雨、天気図、黄砂情報、紫外線情報、
今後の雪
■気象の観測情報
　気象衛星ひまわり、
推計気象分布、アメダ
ス（地上の観測結果）、
ウィンドプロファイラ

（上空の風）

土砂キキクル（危険度分布図）

　

相
続
手
続
き
や
遺
言
書
の
作

成
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日　
時　
９
月
17
日（
土
）、
10

月
15
日（
土
）
９
時
30
分
~
12
時

■
場　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－
３
５
３
８

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日　
時　
①
９
月
15
日（
木
）、

②
10
月
６
日（
木
）
13
時
30
分
~

15
時

■
場　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担　
当　
本
間
寛
菜（
北
海
道

み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

無
料
法
律
相
談
会
開
催

月
５
日（
水
）ま
で
④
10
月
３
日（
月
）

~
11
月
11
日（
金
）
ま
で

■
試
験
期
日　
①
11
月
５
日（
土
）

６
日（
日
）
②
10
月
22
日（
土
）
③

10
月
15
日（
土
）④
11
月
27
日（
日
）

28
日（
月
）
※
①
、
④
は
期
日
中

の
い
ず
れ
か
１
日

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
０
１
４
３

－

44

－

９
５
３
３
）

QRコード
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故及川竹太郎さん
■８月４日死去■ 92歳■遺族は章さん■成香

故茨木久雄さん
■７月 23日死去■ 81歳■遺族は栄美子さん■入４区

故中野廣司さん
■７月５日死去■ 89歳■遺族は鞠枝さん■虻３区

故水戸イミさん
■７月 14日死去■ 87歳■遺族は政人さん■虻 5区

故木村水葉さん
■７月 21日死去■ 37歳■遺族は政信さん■成香

故佐藤正男さん
■７月 22日死去■ 95歳■遺族は稔さん■泉区

７月20日から８月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

浦
凪
ぎ
て
八
月
の
水
脈
交
錯
す

　
　

矢
野
知
子　
　
　
　

ど
こ
か
ら
か
コ
ロ
ナ
不
思
議
や
星
月
夜

　
　
　

小
笠
原
勇　
　

は
ら
か
ら
を
土
に
送
り
て
秋
の
空

　
　
　

千
葉
征
子　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

９
月
定
例
会

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

＜

寄
付
物
品＞

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
と

ま
こ
ま
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
働
き
た
い
人
に
向
け

た
就
労
自
立
支
援
施
設
で
す
。
そ

の
他
就
労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

■
日　
時

10
月
13
日（
木
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

■
場　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

■
対　
象　
お
お
む
ね
15
歳
か
ら

49
歳
の
人・
家
族

■
内　
容　
就
労
相
談
・
就
労
体

験
ほ
か

秋
初
め
人
の
装
ひ
其
々
に

　
　
　
　

佐
藤
美
風　
　
　

故和泉清志さん
■６月 15日死去■ 77歳■遺族は常本美紀さん■洞第６

■
問
合
せ　

と
ま
こ
ま
い
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
☎

０
1
4
4

－

84

－

８
6
7
0
）

蓑
輪
単
志
さ
ん
を

と
う
や
湖
観
光
大
使
に
任
命

　

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
、
ハ
ウ
ン
ド
・

ド
ッ
グ
の
元
メ
ン
バ
ー
、
蓑
輪
単

志
さ
ん
が
７
月
22
日
付
で
と
う
や

湖
観
光
大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
命
式
は
７
月
22
日
、
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
旅
行
で
訪
れ
た

洞
爺
湖
の
景
色
に
力
を
も
ら
っ
た

と
振
り
返
っ
た
蓑
輪
さ
ん
は「
以

前
、
洞
爺
湖
の
霧
が
晴
れ
て
い
く

様
子
を
見
て
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

町
の
魅
力
を
広
め
た
い
で
す
」
と

意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

故水合美重子さん
■８月 11日死去■ 97歳■遺族は洋一さん■虻 8区

故安藤大壽さん
■８月 16日死去■ 77歳■遺族は千代子さん■温２区

　

女
優
の
千
堂
あ
き
ほ
さ
ん
が

「
の
び
の
び
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ
る

学
校
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
た

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
の
経
験
や
工
夫
を
紹

介
、
参
加
者
と
交
流
し
な
が
ら
教

育
環
境
の
改
善
を
展
望
し
ま
す
。

■
日　
時

10
月
１
日（
土
）
14

時
~
16
時

■
会　
場　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

き
ら
ん（
室
蘭
市
中
島
町
２
丁
目

22

－

１
）

■
定
員　
先
着
１
０
０
人

■
参
加
費　
無
料

■
申
込
み　
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育

を
す
す
め
る
西
い
ぶ
り
連
絡
会
に

電
話（
電
話
番
号
は
後
述
）
す
る

か
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　
９
月
28
日（
水
）

■
問
合
せ　

ゆ
き
と
ど
い
た

教
育
を
す
す
め
る
西
い
ぶ
り

連
絡
会
事
務
局（
☎
０
９
０
︱

６
２
１
７
︱
９
４
２
３
／
メ
ー

ルm
.kunita3000@

gm
ail.

com

）

千
堂
あ
き
ほ
子
育
て

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ　
　
　
　

観光大使に任命観光大使に任命
された蓑輪さんされた蓑輪さん

▽
宮
崎
正
治
さ
ん
（
泉
区
）

▽
芦
原
正
雄
さ
ん
（
虻
５
区
）

▽
古
山
禮
子
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん
（
入
４
区
）

▽
澁
木
幸
子
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
藤
田
真
知
子
さ
ん
（
入
１
区
）

QR コードQR コード
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町内地域食堂のご紹介町内地域食堂のご紹介

洞爺しあわせ食堂（虻田地区）
　洞爺湖町地域食堂事業の補助金を受けて令和
３年度より虻田地区で運営しています。①「こ
どもがつくる」②「こどもがたすける」③「みん
なのおうち」の３点がコンセプトです。
　子どもから高齢者、障がいのある人など全て
の地域住民の居場所を提供しています。
　食事を共にしながら様々な話題や遊びを通
じ、楽しい時間を過ごせる地域の交流拠点です。

■開催日　月４回程度（主に土曜日）
■時　間　12時～ 14時
■食事代　高校生以下無料、大人 300円
■場　所　地域交流センター（栄町 63番地１）
■連絡先　ＮＰＯ法人ワーカーズコープ
　　　　　（☎ 090‐ 2815‐ 7355）　　

洞爺地区つながる△トーヤコビト食堂
　住民ボランティアを中心に地域の
商店や農家も連携して活動していま
す。「食を通じて住民・地域がつなが
る場所」がコンセプト。洞爺の豊かな
食材を活用し、美味しく安全な食事を
提供しています。
　子どもの元気な姿を見て大人は笑
顔になる。そんな光景が広がる食堂を

目指しています。洞爺地区ならではの
食育や体験なども予定しています。
■開催日　月１回程度
■時　間　11時半～ 13時半
■食事代 高校生以下無料、大人 300円
■場　所 洞爺総合センター（洞爺町132番地）
■連絡先 つながる△トーヤコビト食堂
　　　　     (kobitoya.2022@gmail.com)　　

■■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎74-3001問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グループ（☎74-3001））

洞爺湖町 夏の思い出洞爺湖町 夏の思い出
写真で
振り返る

1．射的に興じる子どもたち　
2．大きなシャボン玉に包ま
れて大はしゃぎ　3．温泉街
の安全と発展を願った湯前
薬師如来祈願法要　4．地域
の平穏を祈願した聖徳太子
祭　5．浴衣姿で踊る「洞爺
音頭」

子ども共和国子ども共和国 母子夏祭り母子夏祭り

湯前薬師如来祈願法要湯前薬師如来祈願法要 聖徳太子祭聖徳太子祭 洞爺夏まつり洞爺夏まつり

1 2

4 53

爺湖町では、「洞爺しあわせ食堂」と「洞爺地区つながる△トーヤコビト食堂」の２
　　団体が地域食堂を運営しています。子どもから大人まで年齢や性別を問わず、全て
の町民が気軽に集まって食事を楽しめます。ぜひ、ご活用ください。
洞



　
　
爺
湖
町
の
食
材
の
魅
力
を
広

　
　
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
洞

爺
湖
町
、
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
、
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
札

幌
市
中
央
区
）
に
よ
る
「
洞
爺
湖

町
フ
ェ
ア
」
が
８
月
１
日
か
ら
31

日
に
か
け
、
同
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

町
と
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
は
昨
年
、
初
め
て
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
洞
爺
湖
町
フ
ェ

ア
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
今
年
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
で
も

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
「
雪
蔵
と
う
や
」
や
と
う
や

湖
和
牛
、
財
田
米
な
ど
町
が
誇
る

農
産
物
や
食
肉
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

　
１
日
に
は
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ロ
ン
ド
」
で
試
食
会
が
開

催
。
下
道
町
長
や
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖

髙
井
一
英
代
表
理
事
組
合
長
の
ほ

か
と
う
や
湖
観
光
大
使
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

洋
食
の
「
洞
爺
ベ
ジ
ラ
ン
チ
」

は
、
財
田
米
と
洞
爺
の
野
菜
を

使
っ
た
焼
き
リ
ゾ
ッ
ト
や
、
洞
爺

名
産
の
赤
し
そ
を
で
作
っ
た
ジ
ュ

レ
を
添
え
た
海
鮮
マ
リ
ネ
な
ど
華

や
か
な
料
理
が
ず
ら
り
。
和
食
レ

ス
ト
ラ
ン
「
北
乃
路
」
の
「
洞
爺

美
菜
膳
」
で
は
、
噴
火
湾
産
鮭
の

バ
タ
ー
焼
き
、
雪
蔵
と
う
や
の

マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
、
財
田
米
の
釜

洞
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爺
湖
町
の
食
材
の
魅
力
を
広

　
　
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
洞

　
今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
ジ
ャ
ガ

洞
　
　
爺
湖
町
の
食
材
の
魅
力
を
広

洞
　
　
爺
湖
町
の
食
材
の
魅
力
を
広

　
　
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
洞

洞
　
　
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
洞

洞爺湖町フェア開催洞爺湖町フェア開催
洞爺湖町×センチュリーロイヤルホテル洞爺湖町×センチュリーロイヤルホテル

洞爺の味を道内外にＰＲ洞爺の味を道内外にＰＲ

炊
き
ご
飯
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

　

ど
の
食
材
も
シ
ェ
フ
の
手
に

よ
っ
て
魅
力
を
引
き
出
さ
れ
、
参

加
者
た
ち
も
料
理
の
出
来
栄
え
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

ロ
ビ
ー
展
も
行
い
、
町
の
農
業
な

ど
に
つ
い
て
ホ
テ
ル
利
用
者
に
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
安
心
・
安
全
な
農
産

物
を
育
て
る
ク
リ
ー
ン
農
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
は

２
０
０
９
年
11
月
、
農
産
物
の
安

全
性
の
高
さ
を
示
す
国
際
認
証
規

格「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ　
Ｇ.

Ａ.

Ｐ

認
証
」
を
全
国
の
Ｊ
Ａ
系
統
組
織

で
初
め
て
取
得
。一
部
の
野
菜
は
、

21
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
で
利
用

見た目も鮮やかな洞爺ベジランチ見た目も鮮やかな洞爺ベジランチ

雪蔵とうやのマッシュポテトを雪蔵とうやのマッシュポテトを
添えた竜田揚げなど添えた竜田揚げなど

■■問合せ　農業振興課農業振興グループ（☎82-5111問合せ　農業振興課農業振興グループ（☎82-5111））

こだわりが詰まった和食のディナーこだわりが詰まった和食のディナー

多彩な料理が並ぶ洞爺美菜膳多彩な料理が並ぶ洞爺美菜膳

さ
れ
て
お
り
、
品
質
の
高
さ
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◀町内の農業などをＰＲした　◀町内の農業などをＰＲした　
　ロビー展　ロビー展

▶洞爺湖町フェア試食会▶洞爺湖町フェア試食会
　の様子　の様子
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■■問合せ　建設課管理・土木・都市計画グループ（☎74-3007問合せ　建設課管理・土木・都市計画グループ（☎74-3007））

洞爺湖町の景観洞爺湖町の景観
みんなで守ろうみんなで守ろう

１．景観計画区域（一般区域）１．景観計画区域（一般区域）
　洞爺湖町全域が景観計画区域であり、重点区域に指定さ
れていないところが一般区域となります。
　詳しくは下の「景観計画区域図」のとおりです。

※届出対象行為、景観形成基準について詳しい内容を知りたい方は、ホームページに洞爺湖町景観計画を掲載していますのでそ
ちらをご覧ください。http：//www.town.toyako.hokkaido.jp/person_guide/construction/con002/p013/　
　今回はここまでです。次回は、入江・高砂貝塚景観形成重点区域について詳しく解説します。

２．一般区域の届出対象行為
　一定規模以上の建物や工作物などを建築する場合は、洞
爺湖町景観条例、景観計画により町への届出が必要になり
ますので、その一部を紹介します。

行為の種類 届出対象行為

建
築
物

新築または移転 高さが13ｍまたは延べ面積2000
㎡を超えるもの

増築または改築
延べ面積2000㎡を超えるもの
※増改築前の規模が既に2000㎡
を超えている、増改築する床面積の
合計が10㎡以下の場合は対象外

外観を変更する
修繕、模様替、
色彩の変更

高さが13ｍまたは延べ面積2000
㎡を超えるもので、いずれかの立面
の鉛直投影面積1/2を超える外観修
繕、模様替、色彩の変更を行うもの

工
作
物

新設
または
移転

さく、塀、
擁壁等 高さ5mを超えるもの

物見塔

高さ13mを超えるもの
※建物と一体となって設置される場
合は、工作物の高さが5ｍかつ地盤
面からの工作物の上端までの高さが
13ｍを超えるもの

※届出は、工事着手の30日前までに行わなければなりま
せん。

３．一般区域の景観形成基準
建物や工作物などに色や高さなどの基準を定めており、

この基準を守るようお願いしていますので、その一部を紹
介します。

行為の
種類 一般区域の景観形成基準

位置・
配置

・地域の特性や周辺景観との調和に配慮した位
置・配置とすること。
・景観上重要な山地、海岸、河川、湖沼、農地、
歴史的・文化的遺産などの地域の良好な景観資
源に対して、周辺から眺望に配慮した位置・配
置とすること。
・建築物の高さは、原則として 13ｍを超えな
いようにすること。
・工作物の高さは、原則として 15ｍを超えな
いようにすること。
・やむを得ない事情により基準値を超える場合
は、景観への影響を軽減させるため、必要な措
置を行うこと。

色彩の
範囲

・建築物の外観にけばけばしい色彩は用いず、
周辺景観と調和する色彩を用いること。建築物
などの本体のいずれかの立面（建築物の１つの
面における鉛直投影面積）で当該立面の面積の
1/5を超えないこと。
【けばけばしい色彩の範囲】
　明度：７を超えるもの
　彩度：R（赤）、YR（黄赤）系は８を超える　　
　　　　もの
　　　　Y（黄）系は６を超えるもの
　　　　GY（黄緑）、G（緑）、BG（青緑）、　　
　　　　B（青）、PB（青紫）、P（紫）、RP
　　　　（赤紫）は４を超えるもの

の範囲内は、周辺景観
と調和する色彩として使用
が推奨される色彩

■洞爺湖町一般区域における「けばけばしい色彩」の範囲
　（マンセル値による）

けばけばしい色彩の範囲

使用を推奨する色彩の範囲使用を推奨する色彩の範囲

と の間の範囲は、
原則、使用を控える色彩

■景観計画区域図■景観計画区域図

沿道景観形成沿道景観形成
重点区域重点区域

洞爺湖岸景観形成洞爺湖岸景観形成
重点区域【Ⅱ】重点区域【Ⅱ】

洞爺湖岸景観形成洞爺湖岸景観形成
重点区域【Ⅰ】重点区域【Ⅰ】

入江・高砂貝塚景観形成入江・高砂貝塚景観形成
重点区域【Ⅱ】重点区域【Ⅱ】

一般区域一般区域

入江・高砂貝塚景観形成入江・高砂貝塚景観形成
重点区域【Ⅰ】重点区域【Ⅰ】

　前回は景観計画区域について掲載しましたが、第３回目は、景観計画区域の一般区域についてどのような行為が届出　前回は景観計画区域について掲載しましたが、第３回目は、景観計画区域の一般区域についてどのような行為が届出
の対象となるのか、また、どのような基準があるのかを説明します。の対象となるのか、また、どのような基準があるのかを説明します。

けばけばしい色彩の範囲

（第３回）（第３回）



　連絡先・　連絡先・問合せ問合せ 地域包括支援地域包括支援センター（☎ 76-4822）

さわやかだ
より
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“ ９月は世界アルツハイマー月間 ”“ ９月は世界アルツハイマー月間 ”

「忘れても　あなたはあなたの　ままでいい」「忘れても　あなたはあなたの　ままでいい」

◆世界アルツハイマー月間
　国際アルツハイマー病協会が、９月 21 日を「世界アルツハイマーデー」と制定し、９月を世界アルツハイマー
月間としてさまざまな活動を行っています。日本では、「認知症の人と家族の会」が中心となり、全国各地で啓
発活動を行っています。

◆相談窓口
地域包括支援センターでは、認知症に関する相談や認知症について正しい知識や対応を知るための出

前講座などを行っています。ぜひ、ご連絡ください。

　　本では、65 歳以上の認知症の人は約 600 万人
　　（2020 年）と推計されており、2025 年には約
700 万人（65 歳以上の人口の５人に１人が認知症）
になると予測されています。

日 　洞爺湖町では、高齢化率が 43％を超え、認知症が
原因で介護を必要とする人が増えてきており、誰でも
なる可能性のある病気です。

認知症とともに希望が持てる社会
　認知症になっても、自分らしく暮らしている人はた
くさんいます。認知症と診断されても慌てずに少しで
も早く希望を見つけるための３つのヒントを紹介しま
す。
①からだが少しずつ衰えることに備えましょう。

年齢とともにからだが衰えていくことと同様に、記
憶力や判断力の低下もそのひとつです。
　自分の記憶や判断だけでなく、日ごろから記録をつ
けたり、家族にも確認して行動する習慣を身につけて
おきましょう。

②認知症になるかもしれないことに備えましょう。
生活習慣病の予防や人との交流、趣味を楽しみま

しょう。また、家族にも自分の意思を伝えておくこと、
介護が必要になったときの情報を知っておくことも大
切です。
③早めの相談・受診へつなげましょう。

もし、認知症かな？と思うことがあれば早めに相談・
受診しましょう。正確な診断がわかることで、適切な
治療・介護を受けることができます。普段から相談で
きるかかりつけ医をみつけておきましょう。

※公益社団法人認知症と家族の会　世界アルツハイマーデー 2022　リーフレットより引用

認知症の症状には、物忘れ（記憶障害）、時間・場所がわからなくなる（見当識障害）、理解・判断力
の低下などの中核症状と、不安感が増す、怒りっぽくなる、妄想や幻覚などの行動・心理症状があります。
　認知症の症状に最初に気づくのは本人です。誰よりも一番心配なのも、苦しいのも、悲しいのも本人
です。
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あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100＜あぶた読書の家＞）

［時間］９時～ 17 時 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし
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介
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▽
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ク
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京
子
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▽
す
て
き
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と

り
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っ
ち
（
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ひ
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▽
き
つ
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小
沢
正
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太
絵
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▽
し
ぜ
ん
の
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ザ
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／
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訳
）
▽
つ
み
つ
み

ニ
ャ
ー
（
長
新
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たすひくねこ
にわ（作）、大迫ちあき（監修）

絵本でありながら10 の補数や
数の合成・分解（足し算・引き算）
さらには数学的な視点や考えを身
に付けられるのが特徴。
　親子で楽しみながら算数が好
きになれる絵本です。（あぶた読
書の家所蔵）

絵本の玉手箱　９月のおはなし会
■日　時　① 9 月 12 日（月）、９
月 26 日（月）10 時～ 11 時 30 分、
9 月 15 日（木）14 時～ 15 時 30
分②９月 16 日（金）14 時～ 15 時
■場　所　①あぶた母と子の館②あ
ぶた読書の家
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時 ９月 21 日 ( 水 )14 時 30 分～
■場　所　あぶた読書の家
■問合せ　松本 ( ☎ 76-2613)

　
　
年
も
暑
い
夏
で
し
た
ね
。

　
　
私
の
活
動
拠
点
で
あ
る
と

う
や
水
の
駅
周
辺
で
は
、
湖
水

浴
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し

む
観
光
客
や
地
元
の
人
も
多

く
、
に
ぎ
や
か
な
夏
と
な
り
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
３
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
た「
洞
爺
夏
ま
つ
り
」。
規

模
を
縮
小
し
て
の
開
催
で
し
た

が
、
見
ど
こ
ろ
で
あ
る
太
鼓
台

（
ち
ょ
う
さ
）・
山
車
パ
レ
ー
ド

は
圧
巻
で
、
初
め
て
見
る
私

は
、
撮
影
し
な
が
ら
大
興
奮
で

し
た
。

　
来
場
者
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

「
や
っ
ぱ
り
お
祭
り
っ
て
い
い

ね
」
と
口
を
揃
え
、
久
し
ぶ
り

に
帰
っ
て
き
た
夏
の
風
物
詩
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
水
の
駅
で
は
、
秋

の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
に
伴
い
、
皆

さ
ん
お
待
ち
か
ね
の
新
米
や
果

物
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
秋
の
味

覚
が
並
び
ま
す
。
お
近
く
に
お

越
し
の
際
は
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
ね
。

　
さ
て
、
私
が
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
着
任
し
て
か
ら
、
１
年

半
が
経
ち
ま
し
た
。
任
期
は
３

年
な
の
で
、
あ
っ
と
い
う
ま
に

折
り
返
し
で
す
。

　
今
後
は
更
に
視
野
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
、
温
泉
街
の

洞
爺
マ
ル
シ
ェ
で
も
活
動
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
洞
爺
湖

町
の
豊
か
な
食
材
に
つ
い
て
学

び
、
メ
ニ
ュ
ー
や
商
品
の
開
発

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
と
う
や
水
の
駅
、
と
う
や
マ

ル
シ
ェ
と
２
拠
点
で
の
活
動
は

忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
限

ら
れ
た
残
り
の
活
動
期
間
を
有

意
義
に
過
ご
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

今
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今月の
１冊

今月の
リポーター
佐川千明さん佐川千明さん



広報とうやこ　2022 年９月 16

北の縄文だより北の縄文だよりｖｏｌ .5

社会教育課社会教育・文化財グループ（☎ 74-3010）社会教育課社会教育・文化財グループ（☎ 74-3010）

～みんなの知らない「JOMON　World」～～みんなの知らない「JOMON　World」～

世界へ
発信！

世界へ
発信！

～縄文人の家とムラ～～縄文人の家とムラ～
縄文人が暮らした家と言えば「竪穴住居(たてあな縄文人が暮らした家と言えば「竪穴住居(たてあな

じゅうきょ)」です。じゅうきょ)」です。
　竪穴住居は地面を掘り下げて床を作り、柱を立てて、　竪穴住居は地面を掘り下げて床を作り、柱を立てて、
屋根をかけてつくった半地下式の建物で、床には土が屋根をかけてつくった半地下式の建物で、床には土が
赤く変色している場所があり、住居の中で火を焚いて赤く変色している場所があり、住居の中で火を焚いて
いたことがわかります。いたことがわかります。

　時代や地域によって大きさや形に違いがあり、中に　時代や地域によって大きさや形に違いがあり、中に
は長さが10m以上もある大きな竪穴住居跡が青森県は長さが10m以上もある大きな竪穴住居跡が青森県
三内丸山(さんないまるやま)遺跡で見つかっていま三内丸山(さんないまるやま)遺跡で見つかっていま
す。また、屋根は「アシ」や「カヤ」などの植物を材料とす。また、屋根は「アシ」や「カヤ」などの植物を材料と
したほか、「土」で屋根を作った竪穴住居跡が岩手県御したほか、「土」で屋根を作った竪穴住居跡が岩手県御
所野(ごしょの)遺跡で発見されています。所野(ごしょの)遺跡で発見されています。

■入江貝塚の竪穴住居
　入江貝塚では縄文時代前期から後期（今からおよそ
５千年前から４千年前）の竪穴住居跡が見つかってい
ます。時期によって形が異なり、前期から中期は小判や
卵のような形で、後期のものは円形でした。
　竪穴住居が作られた場所も遺跡の中で変わっていき
ました。前期から中期にかけては遺跡の山側に多く、後
期には遺跡の海側に限られるようになります。調査の
結果、これらの住居跡は、狭いところで何回も建て替え
が行われていたことがわかりました。
　写真は縄文時代後期（約４千年前）の竪穴住居跡の
発掘調査の様子です。6 ｍ×7 ｍの大きさで地面を掘

り下げていて、柱の穴の跡や石を円形に置いた中で火
を焚く「炉( ろ)」の跡が見つかっています。この住居跡
は、柱の穴の数が多いことや、火を焚いた炉の跡が3 か
所見つかった
ことから、同じ
場所で少なく
とも3 回は建
て替えられた
と考えらえて
います。

■貝塚のある縄文のムラ

縄文人が暮らしていたころ、入江貝塚はどのような縄文人が暮らしていたころ、入江貝塚はどのような
環境だったのでしょうか。環境だったのでしょうか。
　それは、縄文時代の土の中にある花粉の化石を調べ　それは、縄文時代の土の中にある花粉の化石を調べ
るとわかります。入江貝塚の縄文時代の土からはオオるとわかります。入江貝塚の縄文時代の土からはオオ
イタドリやカラマツソウ、ミズナラやハンノキなどのイタドリやカラマツソウ、ミズナラやハンノキなどの
花粉化石が多く見つかりました。縄文時代の入江貝塚花粉化石が多く見つかりました。縄文時代の入江貝塚

は木々に囲まれた日当たりのよい場所だったよは木々に囲まれた日当たりのよい場所だったよ
うです。うです。
　入江貝塚に暮らした人々は、ムラのまわりの木を　入江貝塚に暮らした人々は、ムラのまわりの木を
切って、竪穴住居の柱材や火を焚くための薪( まき) な切って、竪穴住居の柱材や火を焚くための薪( まき) な
どを手に入れていたのでしょう。家を建て、ムラのまわどを手に入れていたのでしょう。家を建て、ムラのまわ
りに広がる海や山から食べ物を手に入れ、食べた後のりに広がる海や山から食べ物を手に入れ、食べた後の
貝殻や動物の骨は貝塚に集めました。貝殻や動物の骨は貝塚に集めました。
　また、ムラに住んでいる人が亡くなったときは、貝　また、ムラに住んでいる人が亡くなったときは、貝
塚にお墓をつくって埋葬しました。そうした暮らしが塚にお墓をつくって埋葬しました。そうした暮らしが
入江貝塚ではおよそ千年にもわたって続けられたので入江貝塚ではおよそ千年にもわたって続けられたので
す。遺跡に立つと、何千年も前に暮らした縄文のムラのす。遺跡に立つと、何千年も前に暮らした縄文のムラの
姿が浮かび上がってきます。姿が浮かび上がってきます。

発掘作業の様子発掘作業の様子



上記のイベントなどの情報は９月１日現在の情報です。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、予定され
ているイベントが中止や延期となる場合がありますので、ご了承ください。詳細は問い合わせください。

9月12日（月）

「ひじり在宅クリニック」健康教室
11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

フッ素塗布
13：00 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

14 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

15 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

16 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

17 日（土）
行政に関わるくらしの無料相談会

夜の金比羅山散策

19 日（月・祝） 月夜の芸術館コンサート

20 日（火） 結核・肺がん検診
虻田地区

21 日（水）

結核・肺がん検診
虻田地区・洞爺地区

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

22 日（木）

結核・肺がん検診
洞爺地区

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

26 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

27 日（火）
子育てセミナー②

10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

28 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

30 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

10 月 1 日（土）
～11月30日（水）

秋特別展　砂澤ビッキ展「未完」

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ピックアップイベントピックアップイベント

洞爺湖芸術館からのお知らせ
■開館時間　9 時 30 分～ 17 時（受付は 16 時 30 分まで）
■臨時休館日　9 月 26 日（月）～ 30 日（金）
月夜の芸術館コンサート（この日のみ夜間開館 20 時まで）
■日　時　９月 19 日（月・祝）① 14 時～（開場 13 時 30 分）
② 18 時～（開場 17 時 30 分）※要事前予約
■演　奏　加藤亮子と仲間たち
■定　員　①②各 30 人
■参加費　無料（町外の人は入館有料です）
秋特別展　砂澤ビッキ展「未完」
■日　程　10 月 1 日（土）～ 11 月 30 日（水）
ギャラリーコンサート（夏開催の追加公演）
■日　時　10 月 2 日（日）① 13 時（開場 12 時 30 分）②
16 時（開場 15 時 30 分）※予約受付は 21 日（水）から
■演　奏　齋藤真知亜さん・律子さん
■定　員　①②各 30 人※事前申し込み（当日受付不可）、コ
ンサート中は予約者のみ入館できます。
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）／ WEB　http://
www.geijutukan.net/

2 日（日） ギャラリーコンサート

5 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

6 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

7 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

11 日（火） 献血
虻田地区、洞爺地区

12 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
洞爺保育所（☎ 82-5559）

13 日（木）

脳の健康教室
9：45 ～ 11：30
ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2008 ＜子育て支援センター＞）

げんきクラブ
13：30 ～ 15：00
洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜健康福祉センター）
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ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

夜の金比羅山散策
■日　時　9 月 17 日（土）19 時 30 分～ 21 時 40 分（荒
天時中止）※申込締切は参加日前日の 17 時まで
■場　所　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館
■対　象　小学生以上（中学生以下は保護者同伴）
■定　員　８人まで（申込順）
■参加費　１人 300 円
■持ち物　動きやすい服装、長靴、マスク、飲み物、虫よけ
スプレー、マスク、懐中電灯など
■問合せ　洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-
2555）

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

時
所

所

所

所

ｐ９詳

時
所

時
所

時
所

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ｐ９詳

ｐ９詳
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vol.11 北海道洞爺高等学校　閉校記念式典挙行

たいむとらべるとうやこ

～洞爺湖町の歴史を振り返ります～

　
　
０
1
５
（
平
成
27
）
年
11
月

　
　
１
日
、
翌
16
年
３
月
で
閉
校

と
な
る
洞
爺
高
校
で
、
閉
校
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
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洞
爺
高
校
は
、
１
９
５
２
（
昭

和
27
）
年
４
月
に
伊
達
高
等
学
校

洞
爺
分
校
の
夜
間
定
時
制
普
通
科

と
し
て
設
置
さ
れ
、
同
年
11
月
に

洞
爺
高
校
と
し
て
独
立
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降
は
、

季
節
定
時
制
農
業
学
科
、
全
日
制

家
政
科
、
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活
ビ
ジ
ネ
ス
科
と
学

科
の
転
換
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更
を
行
い
な
が
ら

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
と
し
て
存

在
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ま
し
た
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家
政
科
と
な
っ
て
か
ら
は
、
全

道
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大
会
な

ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な

ど
、
生
徒
た
ち
は
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
充
実

し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
が
、
少
子
化
に
よ
る
入
学
者
の

減
少
で
、
年
々
、
生
徒
数
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
や
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
閉
校
す
る
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。　
　

　
式
典
の
最
後
に
は
、
在
校
生
を

は
じ
め
、
卒
業
生
、
関
係
者
な
ど

式
典
出
席
者
約
３
５
０
人
で
校
歌

を
斉
唱
し
、「
思
い
出
の
学
校
」

と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

２

洞爺高校閉校
　1952（昭和 27）年４月に
北海道伊達高等学校洞爺分校
夜間定時制普通科として設
置、同年 11月に洞爺高等学
校として独立。
　2006（平成 18）年３月に
は町村合併により、洞爺湖町
立の学校となりました。
　第１回卒業生から合計で
1,250人の卒業生を送り出し
てきましたが、2016（平成
28）年３月に閉校、64年の歴
史に幕を下しました。閉校記念式典で校歌を歌う在校生や卒業生閉校記念式典で校歌を歌う在校生や卒業生
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　　波の対象地域となる住民などが参加して行われた津波防災
　　総合訓練。８月 16日には当町にも大雨などにより土砂災害
警戒情報が発表されました。災害はいつ起こるか分かりません。
普段から備えておくことの大切さを改めて実感しました。（M.O）
　　年の夏は暑さが厳しかったものの、今年は割と過ごしやすか
　　った気がします。北海道らしい短い夏でしたが、祭りばやし
も帰ってきた夏らしい夏でした、などと思っていたらあっという
間に秋が到来。食も行楽も楽しんでいこうと思います。（Ｄ . Ｙ）

津

近


